
小学部 1年生と 2年生は、レオ・レオニ原作の二つのお話を一つの物語とし、 

劇発表をしました。季節の変化の中で心温まる交流をするねずみとウッディー、 

麦を巡っての争いをどんどんと激しくしていくからすと農夫、そして、両者を見守る

ふくろうとナレーター達。子ども達は、物語の世界を作り上げることを楽しみなが

ら、この１ヶ月間、練習に励みました。 

本番、たくさんのお客様に見守られる中、子供たちはそれぞれ、自分の取り組んで

きた練習の成果を発揮しました。人に伝わるように表現すること、人とタイミングを

合わせること、そして、何より、自己表現を楽しむこと。文化祭で学んだ多くのこと

は、今後も子ども達の成長を支える大切な土台と感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


